いっか 信さん の 部屋へ 遊びに 行った 時、 見馴れぬ 絵 

の 額が かかって いた。 何 だと 聞いたら 油 画 だと 云った _ 

その 頃 田舎で は 石版 刷の 油 画 は 珍しかった ので、 西洋 

画と 云えば 学校の 臨 画帖より 外に は 見た ことのない 眼 

に 始めて この 油 画 を 見た 時の 愉快な 感じ は 忘られぬ。 

画 はや はり 田舎の 風景で、 ゆるやかな 流れの 岸に 水車 

小屋が あって 柳の ような 木の下に 白い 頭巾 を かぶった 

女が 家鴨に 餌で もやって いる。 何処で 買った かと 聞い 

たら、 町の 新 店に こんな 絵 や、 もっと 大きな 美しい の 

が 沢山に 来て いる、 ナポレオンの 戦争の 絵が あって、 

それ も 欲しかった と 云う。 



な 額縁 を はめて もら つ て その上 を 大事に 新聞で 包んで 

店 を 出た 時 は、 心臓が 高い 音を立てて 踊って いた。 

帰り 途に旧 城の 後ろ を 通った。 御城の 杉の 梢 は 丁度 

ほり 

この 絵と 同じような さびた 色 をして、 お 濠の 石 崖の 上 

むく かれ こも 

に は 葉 を ふるうた 掠の 大木が、 枯菰の 中の つめたい 水 

に 影 を 落して いる。 濠に 隣った 牧牛 舎の 柵の 中には 親 

牛と 小牛が 四、 五頭、 愉快そう にから だ を 横に ゆすつ 

て はねて いる。 自分 もなん だか 嬉しくな つて 口笛 を 

ピ ュ ッ/ \ と 鳴らしながら 飛ぶ ようにして 帰った。 

森の 絵が 引出す 記憶に は 限りがない。 竪 一尺 横 一尺 

五寸の 粗末な 額縁の 中には あらゆる 幼時の 美しい 幻が 



畳み込まれ ていて、 折に ふれて は 画面に 浮 出る。 現世 

の 故郷 はう っリ 変っても 画の 中に 写る 二十 年の 昔 はさ 

ながらに 美しい。 外の 記憶が うすれて 来る 程、 森の 絵 

の 記憶 は 鮮やかに な つ て 来る。 

他郷に 漂浪して もこの 絵 だけ は 捨てずに 持って来た。 

額縁 も 古ぼけ、 紙 も 大分 煤けた よう だが、 「森の 絵」 は 

いつでも 新しい。 

(明治 四十 年 一 月 『ホ トトギ ス』) 
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